
1

ブ
ッ
ダ
と
ナ
ー
ガ
ー
ル
ジ
ュ
ナ
の
中
道
思
想

山　
　

本　
　

和　
　

彦

は
じ
め
に

　
『
ス
ッ
タ
ニ
パ
ー
タ
』（
経
集
）
の
最
古
層
で
あ
る
第
四
章
「
八
つ
の
詩
頌
の
章
」
と
第
五
章
「
彼
岸
に
至
る
道
の
章
」
の
な
か
に
は
、

ブ
ッ
ダ
（
仏
陀
）
の
金
口
直
説
が
残
さ
れ
て
い
る
。
そ
こ
に
見
ら
れ
る
ブ
ッ
ダ
の
中
心
思
想
の
一
つ
は
、
中
道
で
あ
る
。
中
道
と
は
両
極

端
の
否
定
で
あ
る
。
ナ
ー
ガ
ー
ル
ジ
ュ
ナ
（
龍
樹
）
は
、
ブ
ッ
ダ
の
中
道
思
想
を
受
け
継
ぎ
、『
根
本
中
頌
』
を
著
し
た
。
難
解
な
『
ス

ッ
タ
ニ
パ
ー
タ
』
と
『
根
本
中
頌
』
は
、
両
方
を
重
ね
合
わ
せ
る
と
意
味
が
浮
き
上
が
っ
て
く
る
。
そ
の
と
き
、『
根
本
中
頌
』
は
『
ス

ッ
タ
ニ
パ
ー
タ
』
の
註
釈
書
の
よ
う
に
見
え
て
く
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
ナ
ー
ガ
ー
ル
ジ
ュ
ナ
は
第
二
の
ブ
ッ
ダ
と
呼
ば
れ
て
い
る
。
ブ
ッ
ダ

に
は
ナ
ー
ガ
（
龍
）
と
い
う
異
名
も
あ
り
、
ナ
ー
ガ
ー
ル
ジ
ュ
ナ
は
ブ
ッ
ダ
の
思
想
だ
け
で
な
く
、
称
号
も
受
け
継
い
で
い
る
。『
チ

ャ
ー
ン
ド
ー
ギ
ヤ
・
ウ
パ
ニ
シ
ャ
ッ
ド
』
と
『
ブ
リ
ハ
ッ
ド
ア
ー
ラ
ニ
ヤ
カ
・
ウ
パ
ニ
シ
ャ
ッ
ド
』
の
解
脱
へ
の
道
は
、
ブ
ッ
ダ
に
よ
っ

て
中
道
と
い
う
涅
槃
へ
の
道
と
な
っ
た
。
そ
し
て
ブ
ッ
ダ
の
中
道
を
、
ナ
ー
ガ
ー
ル
ジ
ュ
ナ
は
受
け
継
ぎ
『
根
本
中
頌
』
を
著
し
た
。
本

論
文
で
は
、
ブ
ッ
ダ
と
ナ
ー
ガ
ー
ル
ジ
ュ
ナ
の
中
道
思
想
を
考
察
す
る
。
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2

ウ
パ
ニ
シ
ャ
ッ
ド
文
献
の
「
再
生
し
な
い
」

　

ブ
ッ
ダ
以
前
の
ウ
パ
ニ
シ
ャ
ッ
ド
文
献
と
し
て
は
、『
チ
ャ
ー
ン
ド
ー
ギ
ヤ
・
ウ
パ
ニ
シ
ャ
ッ
ド
』
と
『
ブ
リ
ハ
ッ
ド
ア
ー
ラ
ニ
ヤ

カ
・
ウ
パ
ニ
シ
ャ
ッ
ド
』
が
思
想
的
に
重
要
で
あ
る
。
仏
教
用
語
が
確
立
す
る
ま
で
の
初
期
の
仏
典
で
は
、
ウ
パ
ニ
シ
ャ
ッ
ド
や
ジ
ャ
イ

ナ
教
な
ど
の
用
語
が
使
わ
れ
い
た
。
た
と
え
ば
意
味
は
異
な
る
が
、『
ス
ッ
タ
ニ
パ
ー
タ
』
第
五
章
の
タ
イ
ト
ル
に
も
な
っ
て
い
る
「
彼

岸
に
至
る
道
」（
パ
ー
ラ
ー
ヤ
ナ
）
と
い
う
言
葉
は
仏
教
独
自
の
言
葉
で
は
な
く
、
す
で
に
前
三
五
〇
年
頃
の
パ
ー
ニ
ニ
の
『
ア
シ
ュ
タ
ー

デ
ィ
ヤ
ー
イ
ー
』
な
ど
の
な
か
に
出
て
く
る
。

『
チ
ャ
ー
ン
ド
ー
ギ
ヤ
・
ウ
パ
ニ
シ
ャ
ッ
ド
』
の
末
尾
は
、
こ
の
ウ
パ
ニ
シ
ャ
ッ
ド
の
結
論
を
述
べ
て
い
る
。

ChU
 8.15.1: ācāryakulād vedam

 adhītya yathāvidhānam

・ guroh

・ karm
ātiśes

・en

・ābhisam
āvr

・tya kut

・um
be śucau 

deśe 
svādhyāyam

 
adhīyāno 

dhārm
ikān 

vidadhad 
ātm

ani 
sarvendriyān

・i 
sam

・pratis

・t

・hāpyāhim

・san 

sarvabhūtāny anyatra tīrthebhyah
・ | sa khalv evam

・ vartayan yāvadāyus

・am

・ brahm
alokam

 abhisam

・padyate | 

na ca punarāvartate na ca punarāvartate ||

〔
学
生
期
に
〕
学
問
の
師
（
ア
ー
チ
ャ
ー
ル
ヤ
）
の
家
で
ヴ
ェ
ー
ダ
を
学
習
し
、
残
っ
た
時
間
で
人
生
の
師
（
グ
ル
）
の
た
め
に

規
定
に
従
っ
て
祭
祀
を
行
う
。
家
〔
住
期
〕
に
清
浄
な
場
所
で
聖
典
読
誦
を
行
い
、
宗
教
的
義
務
を
備
え
た
人
間
を
育
て
る
。

〔
林
住
期
と
遊
行
期
に
〕
す
べ
て
の
感
官
を
自
分
の
な
か
に
引
っ
込
め
る
。〔
す
べ
て
の
住
期
で
〕
神
聖
な
場
所
以
外
で
は
、

す
べ
て
の
生
き
物
を
殺
生
し
な
い
。
命
あ
る
限
り
こ
の
よ
う
に
生
活
す
る
。
そ
の
よ
う
な
人
は
、
ブ
ラ
フ
マ
ン
の
世
界
に
到
達

す
る
。
彼
は
再
び
戻
っ
て
こ
な
い
。
彼
は
再
び
戻
っ
て
こ
な
い
。

　

こ
こ
で
の
主
題
は
、
解
脱
へ
の
道
で
あ
る
。
命
あ
る
限
り
、
四
住
期
の
規
定
を
守
っ
て
生
き
れ
ば
、
解
脱
で
き
る
こ
と
が
述
べ
ら
れ
て

い
る
。「
感
官
を
自
分
の
な
か
に
引
っ
込
め
る
」
と
は
瞑
想
の
こ
と
で
あ
る
。「
再
び
〔
こ
の
世
に
〕
戻
る
」（punarāvartate

）
は
、
再
生
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3

の
意
味
で
あ
る
。「
再
び
戻
っ
て
こ
な
い
」（na punarāvartate

）
と
は
生
ま
れ
変
わ
っ
て
こ
な
い
、
再
生
し
な
い
、
つ
ま
り
解
脱
す
る
と

い
う
意
味
で
あ
る
。

　

次
に
、
神
道
を
行
く
者
は
再
生
し
な
い
こ
と
が
、『
ブ
リ
ハ
ッ
ド
ア
ー
ラ
ニ
ヤ
カ
・
ウ
パ
ニ
シ
ャ
ッ
ド
』
で
表
現
さ
れ
て
い
る
。

BĀ
U

 6.2.15: tān vaidyutān purus

・o m
ānasa etya brahm

alokān gam
ayati | te tes

・u brahm
alokes

・u parāh

・ parāvato 

vasanti | tes

・ām

・ na punarāvr

・ttih

・ ||

意
所
成
の
プ
ル
シ
ャ
は
電
光
の
世
界
に
行
き
、
彼
ら
（
神
道
を
行
く
人
々
）
を
ブ
ラ
フ
マ
ン
の
諸
の
世
界
に
行
か
せ
る
。
彼
ら
は

こ
の
ブ
ラ
フ
マ
ン
の
諸
の
世
界
に
お
い
て
、
遙
か
遠
く
に
住
む
。
彼
ら
は
再
び
戻
っ
て
こ
な
い
。

　

解
脱
へ
の
道
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
ウ
パ
ニ
シ
ャ
ッ
ド
の
解
脱
観
で
は
、
解
脱
と
は
ブ
ラ
フ
マ
ン
の
世
界
に
行
く
こ
と
で
あ
る
。『
チ

ャ
ー
ン
ド
ー
ギ
ヤ
・
ウ
パ
ニ
シ
ャ
ッ
ド
』
八
・
一
五
・
一
と
同
様
に
、
解
脱
し
た
者
は
再
び
戻
っ
て
こ
な
い
（na punarāvr

・tti

）、
つ
ま

り
再
生
し
な
い
こ
と
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

『
ス
ッ
タ
ニ
パ
ー
タ
』
の
「
再
生
し
な
い
」

　

ブ
ッ
ダ
は
ウ
パ
ニ
シ
ャ
ッ
ド
を
援
用
す
る
。
さ
ら
に
『
ス
ッ
タ
ニ
パ
ー
タ
』
五
一
四 

は
『
根
本
中
頌
』
二
五
・
一
〇
に
引
用
さ
れ
て

お
り
、
こ
の
韻
文
は
ブ
ッ
ダ
と
ナ
ー
ガ
ー
ル
ジ
ュ
ナ
と
の
直
接
の
つ
な
が
り
を
示
す
重
要
な
詩
頌
で
あ
る
。
ブ
ッ
ダ
は
次
の
よ
う
に
サ
ビ

ア
に
説
法
す
る
。

SN
 514: pajjena katena attanā

sabhiyā ti bhagavā

parinibbānagato vitin

・n

・akam

・kho

vibhavañ ca bhavañ ca vippahāya
（
）
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vusitavā khīn

・apunabhavo sa bhikkhu ||

「
自
ら
作
っ
た
道
に
よ
っ
て
、
サ
ビ
ア
よ
」
と
世
尊
（
ブ
ッ
ダ
）
は
〔
答
え
た
〕。「
完
全
な
涅
槃
に
達
し
、
疑
い
を
越
え
、
非

生
存
と
生
存
と
を
捨
て
、〔
修
道
を
〕
完
成
し
、
再
度
の
生
存
が
尽
き
た
人
、
そ
れ
が
比
丘
で
あ
る
」。

　

こ
こ
で
の
主
題
は
涅
槃
へ
の
道
で
あ
る
。
そ
し
て
、
生
存
（bhava

）
と
非
生
存
（vibhava

）
と
い
う
両
極
端
を
捨
て
る
べ
き
こ
と
が

説
か
れ
て
い
る
。
両
極
端
の
否
定
は
中
道
で
あ
る
。
生
存
と
非
生
存
と
い
う
両
極
端
を
捨
て
た
道
、
つ
ま
り
中
道
が
完
全
な
涅
槃
へ
の
道

で
あ
る
。
生
存
は
身
体
の
あ
る
状
態
、
非
生
存
は
身
体
の
な
い
状
態
で
あ
る
。
生
存
と
非
生
存
の
繰
り
返
し
が
、
輪
廻
で
あ
る
。「
再
度

の
生
存
が
尽
き
た
人
」（khīn
・apunabhavo

）
と
い
う
表
現
は
、「
再
び
戻
っ
て
こ
な
い
」（na punar-ā√

vr

・t

）
と
い
う
ウ
パ
ニ
シ
ャ
ッ
ド
か
ら

の
援
用
で
あ
る
。『
ス
ッ
タ
ニ
パ
ー
タ
』
の
他
の
箇
所
で
も
、
再
生
し
な
い
と
い
う
意
味
の
表
現
は
あ
る
。

SN
 273: ye nam

・ pajānanti yatonidānam

・ te nam

・ vinodenti sun

・ohi yakkha |

te duttaram

・ ogham
 im

am
・ taranti atin

・n

・apubbam

・ apunabbhavāyā || ti ||

〔
ブ
ッ
ダ
〕「
そ
れ
（
煩
悩
）
が
、
何
の
因
縁
〔
で
生
じ
た
も
の
〕
な
の
か
を
知
る
人
々
は
、
そ
れ
（
煩
悩
）
を
取
り
除
く
。
聞

け
、
ヤ
ッ
カ
（
夜
叉
）
よ
。
彼
ら
は
、
以
前
に
渡
っ
た
こ
と
の
な
い
、
こ
の
渡
り
が
た
い
激
流
を
渡
る
。
再
び
生
存
し
な
い
た

め
に
」
と
。

SN
 730: avijjā hʼ ayam

・ m
ahām

oho yenʼ idam

・ sam
・sitam

・ ciram

・ |

vijjāgatā ca ye sattā nāgacchanti punabbhavan || ti ||

〔
ブ
ッ
ダ
〕「
な
ぜ
な
ら
、
こ
の
無
明
は
大
き
な
無
知
で
あ
り
、
そ
れ
に
よ
っ
て
こ
の
輪
廻
は
長
い
か
ら
で
あ
る
。
し
か
し
、

明
知
に
至
っ
た
衆
生
た
ち
は
、
再
び
生
存
に
戻
っ
て
こ
な
い
」
と
。
SN

 733: sam
m

addasā vedaguno sam
m

adaññāya pan

・d

・itā |

abhibhuyya m
ārasam

・yogam

・ nāgacchanti punabbhavan || ti ||
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〔
ブ
ッ
ダ
〕「
正
し
く
見
る
者
で
あ
り
、
ヴ
ェ
ー
ダ
の
達
人
で
あ
る
賢
者
た
ち
は
、
正
し
く
知
っ
て
、
魔
の
束
縛
に
打
ち
勝
っ

て
、
再
び
生
存
に
戻
っ
て
こ
な
い
」
と
。

SN
 743: tasm

ā upādānakkhayā sam
m

adaññāya pan

・d

・itā |

jātikkhayam

・ abhiññāya nāgacchanti punabbhavam
 || ti ||

〔
ブ
ッ
ダ
〕「
そ
れ
ゆ
え
、
賢
者
た
ち
は
〔
苦
の
発
生
を
〕
よ
く
知
っ
て
、
執
着
が
消
滅
す
る
か
ら
出
生
が
消
滅
す
る
こ
と
を

よ
く
知
っ
て
、
再
び
生
存
に
戻
っ
て
こ
な
い
」
と
。

SN
 746: ucchinnabhavatan

・hassa santachittassa bhikkhuno |

vitin

・n

・o jātisam

・sāro nʼ atthi tassa punabbhavo || ti ||

〔
ブ
ッ
ダ
〕「
生
存
の
渇
愛
を
断
ち
、
心
が
寂
滅
し
た
比
丘
は
、
出
生
す
る
輪
廻
を
越
え
て
い
る
。
彼
に
再
度
の
生
存
は
な

い
」
と
。

SN
 1121: tasm

ā tuvam

・ pin

・giya appam
atto |

jahassu rūpam

・ apunabbhavāya ||

〔
ブ
ッ
ダ
〕「
そ
れ
ゆ
え
、
あ
な
た
は
、
ピ
ン
ギ
ヤ
よ
、
不
放
逸
で
あ
れ
、
物
質
を
捨
て
よ
、
再
び
生
存
し
な
い
よ
う
に
」。

SN
 1123: tasm

ā tuvam

・ pin

・giya appam
atto |

jahassu tan

・ham

・ apunabbhavāyā || ti ||

〔
ブ
ッ
ダ
〕「
そ
れ
ゆ
え
、
あ
な
た
は
、
ピ
ン
ギ
ヤ
よ
、
不
放
逸
で
あ
れ
、
渇
愛
を
捨
て
よ
、
再
び
生
存
し
な
い
よ
う
に
」
と
。

　

ウ
パ
ニ
シ
ャ
ッ
ド
文
献
で
は
「
再
生
し
な
い
」
は
、「
戻
っ
て
こ
な
い
」（na 

punar-ā√
vr

・t

）
と
表
現
さ
れ
て
い
た
が
、『
ス
ッ
タ
ニ
パ
ー

タ
』
で
は
「
生
存
し
な
い
」（na puna√

bhū, apuna√
bhū

）
と
表
現
さ
れ
て
お
り
、「
戻
る
」（āvartate, āvr

・tti

）
が
「
生
存
」（bhava

）

に
置
き
換
え
ら
れ
て
い
る
。
仏
教
で
は
、
生
存
（bhava

）
は
無
明
、
行
、
識
、
名
色
、
六
処
、
触
、
受
、
愛
、
取
、
有
、
生
、
老
死
と

（
）
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い
う
十
二
因
縁
（
十
二
支
縁
起
）
の
第
十
番
目
と
し
て
重
要
な
言
葉
で
あ
り
、
輪
廻
を
象
徴
す
る
言
葉
で
あ
る
。
な
お
、
意
味
は
同
じ
で
、

異
な
る
表
現
と
し
て
「
再
び
生
と
死
を
受
け
る
こ
と
も
な
い
」
や
「
再
び
母
胎
に
入
ら
な
い
」
と
い
う
も
の
も
あ
る
。

　

そ
の
一
方
で
、
ブ
ッ
ダ
は
ウ
パ
ニ
シ
ャ
ッ
ド
の
解
脱
へ
の
道
で
用
い
ら
れ
て
い
る
神
道
や
ブ
ラ
フ
マ
ン
の
世
界
と
い
う
概
念
を
継
承
す

る
こ
と
は
な
か
っ
た
。『

ス
ッ
タ
ニ
パ
ー
タ
』
の
中
道

　
『
ス
ッ
タ
ニ
パ
ー
タ
』
の
な
か
で
の
中
道
と
は
、
両
極
端
の
否
定
で
あ
る
。

SN
 778: ubhosu antesu vineyya chandam

・ phassam

・ pariññāya anānugiddho |

yad attagarahī tad akubbham
āno na lippatī dit

・t

・hasutesu dhīro ||

賢
者
は
、
両
極
端
に
対
す
る
欲
望
を
捨
て
、
接
触
を
よ
く
知
り
、
貪
ら
ず
、
自
ら
非
難
す
る
よ
う
な
こ
と
を
行
わ
ず
、
見
聞
し

た
こ
と
に
汚
さ
れ
な
い
。

SN
 801: yassūbhayante pan

・idhīdha nʼ atthi bhavābhavāya idha vā huram

・ vā |

nivesanā tassa na santi keci dham
m

esu niccheyya sam
uggahītā ||

両
極
端
に
対
し
て
、
生
存
と
非
生
存
に
対
し
て
、
現
生
と
来
生
に
対
し
て
、
欲
求
す
る
こ
と
が
な
い
人
は
、
諸
の
存
在
し
て
い

る
も
の
に
対
し
て
、
執
着
で
あ
る
と
決
定
し
、
住
処
（
執
着
）
は
ま
っ
た
く
存
在
し
な
い
。

SN
 1040: ko ubhʼ antam

 abhiññāya m
ajjhe m

antā na lippati |

kam

・ brūsi m
ahāpuriso ti ko idha sibbanim

 accagā ||

〔
テ
ィ
ッ
サ
・
メ
ッ
テ
ィ
ア
〕「
誰
が
両
極
端
を
よ
く
知
っ
て
い
て
、
よ
く
考
え
て
い
て
、
中
間
に
も
汚
さ
れ
な
い
の
で
す
か
。

あ
な
た
（
ブ
ッ
ダ
）
は
、
誰
を
偉
大
な
人
と
呼
ぶ
の
で
す
か
。
誰
が
現
生
で
愛
執
を
超
え
た
の
で
す
か
」。

（
）
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SN
 1042: so ubhʼ antam

 abhiññāya m
ajjhe m

antā na lipati |

tam

・ brūm
i m

ahāpuriso ti so iddha sibbhanim
 accagā || ti ||

〔
ブ
ッ
ダ
〕「
彼
（
涅
槃
に
達
し
た
比
丘
）
は
両
極
端
を
よ
く
知
っ
て
い
て
、
よ
く
考
え
て
い
て
、
中
間
に
も
汚
さ
れ
な
い
。
彼

を
偉
大
な
人
と
私
は
呼
ぶ
。
彼
は
現
生
で
愛
執
を
超
え
て
い
る
」
と
。

　

両
極
端
に
対
す
る
欲
望
や
執
着
が
否
定
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
は
煩
悩
で
あ
り
、
ブ
ッ
ダ
に
と
っ
て
は
否
定
さ
れ
る
べ
き
も
の
で
あ
る
。

『
根
本
中
頌
』
の
中
道

　

ナ
ー
ガ
ー
ル
ジ
ュ
ナ
は
、
ブ
ッ
ダ
の
言
葉
を
以
下
の
よ
う
に
引
用
す
る
。

M
M

K
 25.10: prahān

・am

・ cābravīc chāstā bhavasya vibhavasya ca |

tasm
ān na bhāvo nābhāvo nirvān

・am
 iti yujyate ||

ま
た
師
（
ブ
ッ
ダ
）
は
、
生
存
と
非
生
存
と
の
断
滅
を
説
か
れ
た
。
そ
れ
ゆ
え
、「
涅
槃
は
存
在
す
る
も
の
で
も
な
く
、
存
在
し

な
い
も
の
で
も
な
い
」
と
い
う
こ
と
は
正
し
い
。

　

こ
こ
で
の
主
題
は
涅
槃
と
は
何
か
で
あ
る
。
ナ
ー
ガ
ー
ル
ジ
ュ
ナ
は
涅
槃
の
存
在
と
非
存
在
、
つ
ま
り
涅
槃
は
永
遠
に
あ
ら
ゆ
る
と
こ

ろ
で
存
在
し
、
か
つ
涅
槃
は
永
遠
に
あ
ら
ゆ
る
と
こ
ろ
で
存
在
し
な
い
と
い
う
両
極
端
を
否
定
す
る
。
そ
の
根
拠
は
、『
ス
ッ
タ
ニ
パ
ー

タ
』
五
一
四
の
「
非
生
存
と
生
存
と
を
捨
て
」（vibhavañ 

ca 
bhavañ 

ca 
vippahāya

）
と
い
う
ブ
ッ
ダ
の
言
葉
で
あ
る
。『
ス
ッ
タ
ニ

パ
ー
タ
』
五
一
四
と
『
根
本
中
頌
』
二
五
・
一
〇
に
よ
っ
て
、
ブ
ッ
ダ
と
ナ
ー
ガ
ー
ル
ジ
ュ
ナ
が
直
接
繋
が
っ
て
い
る
こ
と
が
よ
く
わ
か

る
。

　

次
に
帰
敬
偈
を
考
察
す
る
。

M
M

K

帰
敬
偈: anirodham

 anuptādam
 anucchedam

 aśāśvatam
 |

（
）

23

（
）

24
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anekārtham
 anānārtham

 anāgam
am

 anirgam
am

 ||

yah

・ pratītyasam
utpādam

・ prapañcopaśam
am

・ śivam
 |

deśayām
 āsa sam

・buddhas tam

・ vande vadatām

・ varam
 ||

滅
す
る
こ
と
な
く
、
生
じ
る
こ
と
な
く
、
断
ず
る
こ
と
な
く
、
常
住
で
な
く
、
一
つ
で
な
く
、
多
数
で
な
く
、
来
る
こ
と
な
く
、

行
く
こ
と
も
な
く
、
戯
論
が
寂
滅
し
て
お
り
、
吉
祥
な
縁
起
を
お
説
き
に
な
っ
た
、
諸
の
説
法
者
の
な
か
で
最
上
の
人
で
あ
る

正
覚
者
（
ゴ
ー
タ
マ
・
ブ
ッ
ダ
）
に
、
私
は
帰
依
す
る
。

　

こ
の
帰
敬
偈
は
、
す
で
に
見
て
き
た
『
ス
ッ
タ
ニ
パ
ー
タ
』
七
七
八
以
下
で
言
わ
れ
て
い
る
両
極
端
の
否
定
と
し
て
の
中
道
を
ナ
ー

ガ
ー
ル
ジ
ュ
ナ
が
ま
と
め
た
も
の
で
あ
る
。
帰
敬
偈
は
八
不
の
縁
起
を
説
く
と
言
わ
れ
て
い
る
が
、
そ
の
内
容
は
中
道
で
あ
る
。
ブ
ッ
ダ

が
言
う
両
極
端
の
否
定
を
、
ナ
ー
ガ
ー
ル
ジ
ュ
ナ
は
帰
敬
偈
で
述
べ
る
。
つ
ま
り
ナ
ー
ガ
ー
ル
ジ
ュ
ナ
は
、
滅
と
生
、
断
と
常
、
一
と
異
、

来
と
出
と
い
う
両
極
端
を
否
定
す
る
。

　

以
下
、
ナ
ー
ガ
ー
ル
ジ
ュ
ナ
の
中
道
思
想
を
い
く
つ
か
見
て
み
る
。

M
M

K
 15.6-7: svabhāvam

・ parabhāvam
・ ca bhāvam

・ cābhāvam
 eva ca |

ye paśyanti na paśyanti te tattvam

・ buddhaśāsane ||

kātyāyanāvavāde cāstīti nāstīti cobhayam
 |

pratis

・iddham

・ bhagavatā bhāvābhāvavibhāvinā ||

自
性
と
他
性
を
、
そ
し
て
存
在
と
非
存
在
を
見
る
人
々
は
、
ブ
ッ
ダ
の
教
説
の
な
か
に
真
理
を
見
な
い
。『
カ
テ
ィ
ヤ
ー
ヤ
ナ

の
教
え
』
の
な
か
で
、「
あ
る
」
と
「
な
い
」
の
二
つ
が
、「
存
在
」
と
「
非
存
在
」
を
知
る
世
尊
に
よ
っ
て
否
定
さ
れ
た
。

M
M

K
 22.14-15: svabhāvataś ca śūnye ʼsm

im

・ś cintā naivopapadyate |

param

・ nirodhād bhavati buddho na bhavatīti vā ||
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prapañcayanti ye buddham

・ prapañcātītam
 avyayam

 |

te prapañcahatāh

・ sarve na paśyanti tathāgatam
 ||

彼
（
如
来
）
が
自
性
と
し
て
空
で
あ
る
と
き
、「
ブ
ッ
ダ
は
入
滅
後
、
存
在
す
る
」
と
か
「
存
在
し
な
い
」
と
い
う
考
え
は
、

ま
っ
た
く
正
し
く
な
い
。
戯
論
を
超
越
し
、
不
滅
の
人
で
あ
る
ブ
ッ
ダ
を
戯
論
す
る
彼
ら
全
員
は
、
戯
論
に
打
ち
の
め
さ
れ
て

お
り
、
如
来
を
見
な
い
。

M
M

K
 25.22-24: śūnyes

・u sarvadharm
es

・u kim
 anantam

・ kim
 antavat |

kim
 anantam

 cāntatavac ca nānantam

・ nāntavac ca kim
 ||

kim

・ tad eva kim
 anyat kim

・ śāśvatam

・ kim
 aśāśvatam

 |

aśāśvatam

・ śāśvatam
・ ca kim

・ vā nobhayam
 apy atha ||

sarvopalm
bhopaśam

ah

・ prapañcopaśam
ah

・ śivah

・ |

na kvacit kasyacit kaścid dharm
o buddhena deśitah

・ ||

す
べ
て
の
も
の
が
空
で
あ
る
と
き
、
何
が
無
限
で
、
何
が
有
限
で
、
何
が
無
限
か
つ
有
限
で
、
何
が
無
限
で
な
く
か
つ
有
限
で

も
な
い
の
か
。
何
が
同
じ
で
、
何
が
別
で
、
何
が
常
住
で
、
何
が
無
常
で
、
何
が
無
常
か
つ
常
住
で
、
さ
ら
に
何
が
両
方
で
な

い
の
か
。〔
涅
槃
は
〕
す
べ
て
の
認
識
の
寂
滅
で
あ
り
、
戯
論
寂
滅
で
あ
り
、
吉
祥
で
あ
る
。
ブ
ッ
ダ
は
、
い
か
な
る
所
で
も
、

誰
に
対
し
て
も
、
ど
ん
な
法
を
も
説
か
な
か
っ
た
。

　

涅
槃
へ
の
道
は
中
道
で
あ
り
、
言
語
表
現
を
超
越
し
て
い
る
。
ブ
ッ
ダ
は
、
涅
槃
へ
の
道
と
い
う
法
（
ダ
ル
マ
）
を
戯
論
寂
滅
で
あ
る

と
説
い
た
が
、
そ
の
法
を
戯
論
と
し
て
説
い
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
そ
れ
ゆ
え
、
ナ
ー
ガ
ー
ル
ジ
ュ
ナ
は
「
ブ
ッ
ダ
は
、
い
か
な
る
所

で
も
、
誰
に
対
し
て
も
、
ど
ん
な
法
を
も
説
か
な
か
っ
た
」
と
述
べ
る
の
で
あ
る
。

（
）

25
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お
わ
り
に

　

ウ
パ
ニ
シ
ャ
ッ
ド
文
献
に
お
い
て
、
は
じ
め
て
解
脱
へ
の
道
が
示
さ
れ
た
。
神
道
や
ブ
ラ
フ
マ
ン
の
世
界
と
い
う
概
念
や
ブ
ラ
フ
マ
ン

と
い
う
言
葉
を
排
除
し
、
離
欲
や
瞑
想
と
い
う
解
脱
の
原
因
を
、
そ
し
て
再
生
し
な
い
と
い
う
意
味
の
表
現
を
ブ
ッ
ダ
は
取
り
入
れ
た
。

ウ
パ
ニ
シ
ャ
ッ
ド
の
解
脱
へ
の
道
を
、
中
道
と
い
う
涅
槃
へ
の
道
と
し
た
。
ナ
ー
ガ
ー
ル
ジ
ュ
ナ
は
、
ブ
ッ
ダ
の
「
生
存
と
非
生
存
の
断

滅
」
と
い
う
両
極
端
の
否
定
と
い
う
中
道
思
想
を
根
拠
に
し
て
、
涅
槃
を
説
い
た
。
そ
れ
は
「
涅
槃
は
存
在
す
る
も
の
で
も
な
く
、
存
在

し
な
い
も
の
で
も
な
い
」
の
で
あ
り
、
涅
槃
は
言
語
表
現
で
き
な
い
も
の
で
あ
る
。
涅
槃
へ
の
道
は
中
道
で
あ
り
、
言
語
表
現
を
超
越
し

て
お
り
、
し
た
が
っ
て
言
葉
が
寂
滅
し
て
い
る
。
寂
滅
（upaśam

a

）
と
は
言
葉
（prapañca

）
が
滅
し
た
（upaśam

a

）
世
界
、
言
葉
を
超

越
し
た
世
界
の
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
世
界
は
言
葉
を
と
も
な
わ
な
い
実
在
世
界
で
あ
り
、
吉
祥
（śiva

）
で
あ
る
。
言
葉
は
両
極
端

（ubhayānta

）
と
い
う
二
元
対
立
を
基
本
と
し
て
お
り
、
そ
の
超
越
が
中
道
（m

adhyam
ā pratipat

）
で
あ
る
。

略
　
号

BĀ
U

 = Br

・hadāran

・yakopanis

・ad. T
he E

arly U
panisads: A

nnotated T
ext and T

ranslation, Edited by Patrick O
livelle, N

ew
 Y

ork 
&

 O
xford: O

xford U
niversity Press, 1998: 29-165.

BhG = Bhagavadgītā. T
he M

ahābhārata: the Bhīs

・m
aparvan, being the Sixth Book of the M

ahābhārata, the G
reat E

pic of India, 
vol. 7. Ed. S. K

. Belvalkar, Poona: Bhandarkar O
riental Research Institute, 1947.

ChU
 = Chāndogyopanis

・ad. T
he E

arly U
panisads: A

nnotated T
ext and T

ranslation, Edited by Patrick O
livelle, N

ew
 Y

ork &
 

O
xford: O

xford U
niversity Press, 1998: 166-287.

ChU
Bh = Chāndogyopanis

・adbhās

・ya. 
C

hāndogyopanisat: 
Ā

nandagirikr
・tat・īkāsam

・valitaśān

・karabhās

・yasam
etā 

Poona: 
Ā

nandāśram
am

udran

・ālaye, 1983.

（
）

26

（
）

27
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D
hP = D

ham
m

apada. D
ham

m
apada, Edited by O

. von H
inüber and K

. R. N
orm

an, Bristol: T
he Pali T

ext Society, 2014.
K

at

・hU
 = K

at

・hopanis

・ad. T
he E

arly U
panisads: A

nnotated T
ext and T

ranslation, Edited by Patrick O
livelle, N

ew
 Y

ork &
 

O
xford: O

xford U
niversity Press, 1998: 372-403.

M
uU

 = M
un

・d

・akopanis

・ad. T
he E

arly U
panisads: A

nnotated T
ext and T

ranslation, Edited by Patrick O
livelle, N

ew
 Y

ork &
 

O
xford: O

xford U
niversity Press, 1998: 434-455.

M
M

K
 = M

ūlam
adhyam

akakārikā.

『
中
論
頌　

梵
蔵
漢
合
校
・
導
読
・
訳
注
』
叶
少
勇
、
中
西
書
局
、
二
〇
一
一

Pān

・ini = A
s

・t

・ādhyāyī of Pān

・ini. T
he A

sht・ādhyāyī of Pān

・ini, V
olum

e II, Edited and T
ranslated into English by Śrīśa Chandra 

V
asu, A

llahabad, 1891.
SN

 = Suttanipāta. Sutta-nipāta, N
ew

 Edition by D
ines A

ndersen and H
elm

er Sm
ith, O

xford: T
he Pali T

ext Society, 2010.
ŚU

 = Śvetāśvataropanis

・ad. T
he E

arly U
panisads: A

nnotated T
ext and T

ranslation, Edited by Patrick O
livelle, N

ew
 Y

ork &
 

O
xford: O

xford U
niversity Press, 1998: 413-433.

U
V

 = U
dānavarga. U

dānagarga, Edited by Franz Bernhard, Göttingen: A
bhandlungen der A

kadem
ie der W

issenschaften, 
1965.

註

A
t

・t

・hakavagga. 

漢
訳
は
『
義
足
経
』
と
い
う
題
名
で
あ
り
、
漢
訳
か
ら
想
定
さ
れ
る
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
はA

rthapadasūtra

で
あ
る
。
中

村
元
『
ブ
ッ
ダ
の
こ
と
ば
』（
岩
波
文
庫 

一
九
八
四
）
三
三
七
─
三
三
八
参
照
。『
義
足
経
』
に
関
す
る
最
近
の
研
究
書
と
し
て
は
、
加
治
洋

一
・
漢
訳
仏
典
研
究
会
編
『『
義
足
経
』
研
究
の
視
座　

附
・
訓
読
』（
自
照
社
出
版
、
二
〇
一
九
）
が
あ
る
。
こ
の
第
四
章
「
八
つ
の
詩
頌
の

章
」
に
関
す
る
最
近
の
研
究
書
と
し
て
は
、
石
飛
道
子
『『
ス
ッ
タ
ニ
パ
ー
タ
』
と
大
乗
へ
の
道
』（
サ
ン
ガ
、
二
〇
一
六
）
が
あ
る
。

M
M

K
 24.18d: pratipat saiva m

adhyam
ā |

「
そ
れ
は
、
す
な
わ
ち
中
と
い
う
道
で
あ
る
」。

SN
 518: nāgo ti katham

・ pavuccati |

「〔
サ
ビ
ヤ
〕
ど
う
し
て
、
龍
と
呼
ぶ
の
で
す
か
」。SN

 522: āgum

・ na karoti kiñci loke 
sabbasam

・yoge visajja bandhanāni sabbattha na sajjati vim
utto nāgo tādi pavuccate tathattā ti |

「〔
ブ
ッ
ダ
〕
世
間
で
悪
業
を
少

し
も
作
ら
ず
、
す
べ
て
の
束
縛
を
離
れ
、
す
べ
て
の
束
縛
に
執
着
し
な
い
解
脱
者
、
そ
の
よ
う
な
人
が
龍
と
呼
ば
れ
る
、
と
」。SN

 
845: 

yehi 

（
）

1（
）

2（
）

3
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vivitto vicareyya loke na tāni uggayha vadeyya nāgo |

「〔
ブ
ッ
ダ
〕
龍
は
、〔
欲
望
を
〕
離
れ
て
世
間
を
遍
歴
す
る
か
ら
、
そ
れ
ら

（
他
人
の
意
見
）
を
取
り
上
げ
て
、
論
争
し
て
は
な
ら
な
い
」。

ウ
パ
ニ
シ
ャ
ッ
ド
文
献
の
研
究
書
に
つ
い
て
は
、
湯
田
豊
『
ウ
パ
ニ
シ
ャ
ッ
ド
─
翻
訳
お
よ
び
解
説
─
』（
大
東
出
版
社
、
二
〇
〇
〇
）
六
八

七
─
六
九
七
参
照
。
現
代
語
訳
に
つ
い
て
は
、
岩
本
裕
『
原
典
訳
ウ
パ
ニ
シ
ャ
ッ
ド
』（
ち
く
ま
学
芸
文
庫
、
二
〇
一
三
、
初
版
一
九
六
七
）、
佐

保
田
鶴
治
『
ウ
パ
ニ
シ
ャ
ッ
ド
』（
平
河
出
版
社
、
一
九
七
九
）、O

livelle 1998

、
湯
田
二
〇
〇
〇
な
ど
を
参
照
し
た
。

た
と
え
ば
、
仏
教
の
四
苦
（
生
老
病
死
）
は
ウ
パ
ニ
シ
ャ
ッ
ド
の
生
死
観
を
受
け
継
い
で
い
る
。
後
藤
敏
文
「Y

ājñnavalkya

の
ア
ー
ト
マ

ン
の
形
容
語
とBuddha

の
四
苦
」『
印
度
學
佛
教
學
研
究
』（
八
八
、
一
九
九
六
）
九
四
─
一
〇
二
参
照
。
そ
の
他
、
中
村
一
九
八
四
：
四
四
二
、

後
藤
敏
文
「「
業
」
と
「
輪
廻
」
─
ヴ
ェ
ー
ダ
か
ら
仏
教
へ
─
」『
印
度
哲
学
仏
教
学
』（
二
四
、
二
〇
〇
九
）
一
六
─
四
一
な
ど
参
照
。

パ
ー
リ
語pārāyana,
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
トpārāyan

・a.
Pān

・ini 5.1.72: pārāyan
・aturāyan

・acāndrāyan

・am

・ vartayati ||

「〔Pān

・ini 5.1.18

の
第
二
次
接
尾
辞t

・hañ

（
つ
ま
り-ika

）
は
〕
古
伝
書

読
誦
、
祭
祀
、
月
の
進
行
に
合
わ
せ
た
苦
行
に
〔
後
続
し
て
〕
実
行
者
〔
の
意
味
と
な
る
〕」。pārāyan

・a

（
古
伝
書
を
読
誦
す
る
こ
と
）
に

-ika

が
後
続
し
てpārāyan

・ika
（
古
伝
書
読
誦
者
）
と
な
り
、turāyan

・a

（
祭
祀
）
に-ika

が
後
続
し
てturāyan

・ika

（
祭
祀
実
行
者
）
と
な

り
、cāndrāyan

・a

（
月
の
進
行
に
合
わ
せ
た
苦
行
）
に-ika

が
後
続
し
てcāndrāyan

・ika

（
月
の
進
行
に
合
わ
せ
た
苦
行
者
）
と
な
る
。

中
村
一
九
八
四
：
四
一
〇
参
照
。

シ
ャ
ン
カ
ラ
（Śan

・kara

）
は
「
宗
教
的
義
務
を
備
え
た
子
ど
も
た
ち
と
弟
子
た
ち
」（ChU

Bh 
ad 

ChU
 

8.15.1: 
dhārm

ikān 
putrāñ 

śis

・yām

・ś ca

）
と
註
釈
す
る
。

「
感
官
を
自
分
の
な
か
に
引
っ
込
め
る
」。
シ
ャ
ン
カ
ラ
の
註
に
よ
る
。ChU

Bh ad ChU
8.15.1: sam

・pratis

・t

・hāpya upasam

・hr

・tya |

「『
安

住
さ
せ
て
』〔
つ
ま
り
〕
引
っ
込
め
て
」。
こ
の
表
現
は
後
に
発
展
し
て
『
ウ
ダ
ー
ナ
ヴ
ァ
ル
ガ
』（U

dānavarga

）
や
『
バ
ガ
ヴ
ァ
ッ
ド
ギ
ー

タ
ー
』（Bhagavadgītā

）
で
、
亀
が
肢
体
を
引
っ
込
め
る
と
い
う
比
喩
で
表
現
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
。U

V
 26.1: kurm

o yathān

・gāni svake 
kapāle sam

ādadhītātm
avitarkitāni | anih

・śrito hy anyam
 ahet

・hayānah

・ parinirvr

・to nāpavadeta kam

・cit ||

「
亀
が
肢
体
を
自
分
の

甲
羅
に
引
っ
込
め
る
よ
う
に
、
自
分
の
思
惟
を
引
っ
込
め
て
、
他
人
に
依
存
せ
ず
、
他
人
を
悩
ま
さ
ず
、
完
全
な
涅
槃
に
入
り
、
誰
を
も
非
難
し

て
は
な
ら
な
い
」。BhG 2.58: yadā sam

・harate cāyam

・ kūrm
o ʼn

・gānīva sarvaśah

・ | indriyān

・īndriyārthebhyas tasya prajñā 
pratis

・t

・hitā 
||

「
亀
が
肢
体
を
す
べ
て
引
っ
込
め
る
よ
う
に
、
感
官
を
感
官
の
対
象
か
ら
す
べ
て
引
っ
込
め
る
と
き
、
彼
の
智
慧
は
安
住
し
て
い

（
）

4（
）

5（
）

6（
）

7（
）

8（
）

9（
）
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る
」。こ

の
箇
所
の
和
訳
に
つ
い
て
は
、
岩
本
二
〇
一
三
：
一
八
九
を
参
照
し
た
。

感
官
の
制
御
が
瞑
想
で
あ
る
こ
と
は
、『
カ
タ
・
ウ
パ
ニ
シ
ャ
ッ
ド
』（K

at

・ha 
U

panis

・ad

）
で
言
わ
れ
て
い
る
。K

at

・hU
 

6.11cd: 
tām

・ 
yogam

 iti m
anyante sthirām

 indriyadhāran

・ām
 |

「
瞑
想
（
ヨ
ー
ガ
）
と
は
、
感
官
を
し
っ
か
り
と
捉
ま
え
て
お
く
こ
と
で
あ
る
と
、
彼

ら
は
考
え
る
」。

ブ
ッ
ダ
以
後
の
文
献
で
あ
る
『
バ
ガ
ヴ
ァ
ッ
ド
ギ
ー
タ
ー
』
の
な
か
で
も
「
再
生
し
な
い
」
と
い
う
表
現
は
見
ら
れ
る
。BhG 8.16: ā brahm

a
bhuvanāl lokāh

・ punarāvartino ʼrjuna | m
ām

 upetya tu kaunteya punarjanm
a na vidyate ||

「
ブ
ラ
フ
マ
ー
の
世
界
か
ら
〔
す
べ
て

の
世
界
に
至
る
ま
で
〕、
諸
の
世
界
は
再
生
す
る
、
ア
ル
ジ
ュ
ナ
よ
。
し
か
し
、
私
（
ヴ
ィ
シ
ュ
ヌ
神
）
に
至
れ
ば
、
ク
ン
テ
ィ
ー
の
子
（
ア
ル

ジ
ュ
ナ
）
よ
、
再
び
出
生
す
る
こ
と
は
な
い
」。「
再
生
」
の
意
味
でpunarāvartin

「
再
び
戻
っ
て
く
る
も
の
」
とpunarjanm

an

（
再
び
出

生
す
る
こ
と
）
と
い
う
言
葉
が
使
わ
れ
て
い
る
が
、āvartin

「
戻
っ
て
く
る
も
の
」
がjanm

an

「
出
生
」
と
言
い
換
え
ら
れ
て
お
り
、
思
想
の

発
展
が
見
ら
れ
る
。
な
お
、「
再
生
」（punar-ā√

vr

・t

）
と
い
う
表
現
は
、
ウ
パ
ニ
シ
ャ
ッ
ド
文
献
で
頻
出
す
る
「
再
死
」（punarm

r

・tyu

）
と

い
う
言
葉
と
関
連
性
が
あ
る
よ
う
に
も
見
え
る
。
再
死
は
祭
祀
に
よ
る
生
天
（svargaja

）
と
関
連
す
る
。

同
じ
内
容
が
『
チ
ャ
ー
ン
ド
ー
ギ
ヤ
・
ウ
パ
ニ
シ
ャ
ッ
ド
』（Chāndogya U

panis

・ad

）
に
も
あ
る
。ChU

 4.15.5: candram
aso vidyutam

 | 
tatpurus

・o ʼm
ānavah

・ | sa enān brahm
a gam

ayati | es

・a devapatho brahm
apathah

・ | etena pratipadyam
ānā im

am

・ m
ānavam

 
āvartam

・ nāvartante nāvartante ||

〔
彼
ら
は
〕
月
か
ら
電
光
の
世
界
に
〔
行
く
〕。
そ
の
（
電
光
の
世
界
に
い
る
）
プ
ル
シ
ャ
は
人
間
で
は

な
い
。
彼
（
プ
ル
シ
ャ
）
は
彼
ら
（
人
間
）
を
ブ
ラ
フ
マ
ン
〔
の
世
界
〕
に
行
か
せ
る
。
こ
れ
が
神
の
道
で
あ
り
、
ブ
ラ
フ
マ
ン
の
道
で
あ
る
。

こ
の
（
神
の
）
道
を
歩
み
つ
つ
あ
る
人
々
は
、
こ
の
人
間
の
渦
中
に
生
ま
れ
な
い
。
彼
ら
は
生
ま
れ
な
い
。

後
藤
二
〇
〇
九
：
一
六
─
四
一
参
照
。

「
再
生
」
で
は
な
く
「
別
生
」
と
い
う
表
現
も
あ
る
。SN

 82 
散
文 = SN

 569 

散
文
： khīn

・ā jāti vusitam

・ brahm
acariyam

・ katam

・ 
karan

・īyam

・ nāparam

・itthattāyā ti ||

「
出
生
は
尽
き
た
。
梵
行
は
完
成
し
た
。
な
す
べ
き
こ
と
は
な
し
終
え
た
。
別
生
は
な
い
、
と
」。
中
村

一
九
八
四
：
二
六
七
参
照
。

SN
 742: upādānapaccayā bhavo bhūto dukkham

・ nigacchati | jātassa m
aran

・am
 hoti eso dukkhassa sam

bhavo ||

「
執
着
に
縁

っ
て
、
生
存
が
あ
る
。
生
存
す
る
者
は
苦
へ
出
て
行
く
。
生
ま
れ
た
者
は
死
ぬ
。
こ
れ
が
苦
の
発
生
で
あ
る
」
参
照
。

（
）

11（
）
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）
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）
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）
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）
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）
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た
と
え
ば
、
生
存
（bhava

）
は
輪
廻
を
表
現
す
る
言
葉
と
し
て
『
ダ
ン
マ
パ
ダ
』（D

ham
m

apada

）
や
『
ウ
ダ
ー
ナ
ヴ
ァ
ル
ガ
』
の
な
か

で
は
、
次
の
よ
う
に
言
わ
れ
て
い
る
。D

hP 348: m
uñca pure m

uñca pacchato m
ajjhe m

uñca bhavassa pāragū | sabbattha 
vim

uttam
ānaso na punañ jātijaram

・ upehisi || = U
V

 29.57: m
uñca purato m

uñca paścato m
adhye m

uñca bhavasya pāragah

・ | 
sarvatra vim

uktam
ānaso na punar jātijarām

 upes

・yasi ||

「
前
を
捨
て
よ
、
後
を
捨
て
よ
、
中
間
も
捨
て
よ
。
生
存
の
彼
岸
に
達
し
た
人

は
、
完
全
に
心
が
解
脱
し
て
お
り
、
再
び
生
と
死
を
受
け
る
こ
と
が
な
い
」。D

hP 
351: 

nit

・t

・han

・gato 
asantāsī 

vītatan

・ho 
anan

・gan

・o 
| 

acchidda bhavasallāni antim
o ʼyam

・ sam
ussayo || = U

V
 26.28: nis

・t

・hāgato hy asam

・trāsī na vikanthī na kaukr

・tih

・ | ācchettā 
bhavaśalyānām

 antim
o ʼsya sam

ucchrayah

・ ||

「
究
極
の
境
地
に
至
り
、
恐
れ
な
く
、
欲
望
な
く
、
煩
悩
（
悪
業
）
の
な
い
人
は
、
生
存
の

矢
を
断
ち
切
っ
て
い
る
。
こ
れ
が
彼
の
最
後
の
身
体
で
あ
る
」。『
ダ
ン
マ
パ
ダ
』
の
パ
ー
リ
語anan

・gan

・o

（
煩
悩
が
な
い
）
が
、『
ウ
ダ
ー
ナ
ヴ

ァ
ル
ガ
』
の
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
で
はna kaukr

・tih

・

（
悪
事
が
な
い
、
後
悔
が
な
い
）
と
な
っ
て
お
り
、
こ
こ
の
解
釈
は
難
し
い
。『
ダ
ン
マ
パ
ダ
』

と
『
ウ
ダ
ー
ナ
ヴ
ァ
ル
ガ
』
の
和
訳
に
つ
い
て
は
、
中
村
元
『
ブ
ッ
ダ
の
真
理
の
こ
と
ば
・
感
興
の
こ
と
ば
』（
岩
波
文
庫
、
一
九
七
八
）
を
、

『
ダ
ン
マ
パ
ダ
』
の
和
訳
に
つ
い
て
は
、
中
村
一
九
七
八
と
藤
田
宏
達
訳
『
ブ
ッ
ダ
の
詩
Ⅰ
』（
講
談
社
、
一
九
八
六
）
を
参
照
し
た
。

D
hP 348cd: na punañ jātijaram

・ upehisi | = U
V

 29.57cd: na punar jātijarām
 upes

・yasi |
SN

 152cd: kām
esu vineyya gedham

・ na hi jātu gabbhaseyyam

・ punar etī ti ||

「
諸
の
欲
望
に
対
す
る
貪
り
を
捨
て
た
人
は
、
決
し

て
再
び
母
胎
に
入
ら
な
い
、
と
」。

『
ス
ッ
タ
ニ
パ
ー
タ
』（Suttanipāta

）
の
研
究
書
に
つ
い
て
は
、
中
村
一
九
八
四
：
四
四
七
─
四
五
三
や
村
上
真
完
・
及
川
真
介
『
仏
の
こ

と
ば
註
（
一
）
─
パ
ラ
マ
ッ
タ
・
ジ
ョ
ー
テ
ィ
カ
ー
─
』（
春
秋
社
、
一
九
八
五
）xviii-xxxviii

参
照
。
最
近
の
研
究
と
し
て
は
、
並
川
孝
儀

『『
ス
ッ
タ
ニ
パ
ー
タ
』
仏
教
最
古
の
世
界
』（
岩
波
書
店
、
二
〇
〇
八
）
が
あ
る
。
和
訳
と
し
て
、
中
村
一
九
八
四
や
村
上
真
完
・
及
川
真
介
一

九
八
五
、
同
（
二
）一
九
八
六
、
同
（
三
）一
九
八
八
、
同
（
四
）一
九
八
九
な
ど
を
参
照
し
た
。

こ
こ
で
のdham

m
esu

は
、SN

 798 

のdit

・t

・ham

・ va sutam

・ m
utam

・ vā sīlabbatam

・

「
見
た
こ
と
、
経
典
、
考
え
た
こ
と
、
戒
禁
」
の
こ

と
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
の
で
、「
諸
の
存
在
し
て
い
る
も
の
に
対
し
て
」
と
和
訳
し
た
。
な
お
、
荒
牧
典
俊
・
本
庄
良
文
・
榎
本
文
雄
『
ス
ッ
タ

ニ
パ
ー
タ
［
釈
尊
の
こ
と
ば
］
全
現
代
語
訳
』（
講
談
社
学
術
文
庫
、
二
〇
一
五
、
初
版 

一
九
八
六
）214 

は
、dham

m
esu

を
「
さ
ま
ざ
ま
な

宗
教
的
真
理
」
と
解
釈
す
る
。

『
根
本
中
頌
』（M

ūlam
adhyam

akakārikā

）
の
最
近
の
和
訳
と
し
て
、
桂
紹
隆
・
五
島
清
隆
『
龍
樹
『
根
本
中
頌
』
を
読
む
』（
春
秋
社
、

（
）

18（
）

19（
）

20（
）

21（
）

22（
）
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二
〇
一
六
）
が
あ
る
。

M
ark Siderits and Shōryū K

atsura, N
agārjunaʼs M

iddle W
ay: M

ūlam
adhyam

akakārikā, Boston: W
isdom

 Publications, 
2013: 296

参
照
。

ナ
ー
ガ
ー
ル
ジ
ュ
ナ
が
『
根
本
中
頌
』
の
な
か
で
、
涅
槃
へ
の
道
を
説
い
て
い
る
箇
所
は
僅
か
で
あ
る
。M

M
K

 18.5: karm
akleśaks

・ayān 
m

oks
・ah
・ karm

akleśā vikalpatah

・ | te prapañcāt prapañcas tu śūnyatāyām

・ nirudhyate ||

「
業
と
煩
悩
の
滅
か
ら
解
脱
が
あ
る
。
業

と
煩
悩
は
分
別
か
ら
〔
生
じ
る
〕。
そ
れ
ら
（
分
別
）
は
戯
論
か
ら
〔
生
じ
る
〕。
し
か
し
、
戯
論
は
空
性
〔
体
験
〕
の
な
か
で
滅
す
る
」。

M
M

K
 26.11-12 : avidyāyām

・ niruddhāyām

・ sam

・skārān

・ām
 asam

・bhavah

・ | avidyāyā nirodhas tu jñānenāsyaiva bhāvanāt || 
tasya tasya nirodhena tattan nābhipravartate | duh

・khaskandhah

・ kevalo ʼyam
 evam

・ sam
yag nirudhyate ||

「
無
明
が
滅
し
た
と

き
、
潜
在
印
象
（
行
）
は
生
じ
な
い
。
し
か
し
、
無
明
の
滅
は
、
ま
さ
に
こ
の
知
識
の
修
習
（
瞑
想
）
か
ら
〔
あ
る
〕。〔
十
二
支
の
先
行
す
る
〕

そ
れ
ぞ
れ
が
滅
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、〔
後
続
す
る
〕
そ
れ
ぞ
れ
が
生
じ
て
こ
な
い
。
こ
の
よ
う
に
純
苦
蘊
は
完
全
に
滅
せ
ら
れ
る
」。
こ
の
箇
所

の
和
訳
に
関
し
て
は
、
五
島
清
隆
「
龍
樹
の
縁
起
説
⑶
─
『
中
論
頌
』
第
二
六
章
「
十
二
支
の
考
察
」
に
つ
い
て
⑵
─
」（『
仏
教
学
会
紀
要
』
一

六
、
二
〇
一
一
）
三
五
─
六
二
を
参
照
し
た
。

解
脱
の
原
因
で
あ
る
離
欲
の
例
を
挙
げ
て
お
く
。BĀ

U
 4.4.6: athākām

ayam
āno yo ʼkām

o nis

・kām
a āptakām

a ātm
akām

o na tasya 
prān

・ā utkrānti | brahm
aiva san brahm

āpy eti ||

「
そ
れ
ゆ
え
、〔
ア
ー
ト
マ
ン
以
外
に
〕
欲
望
の
な
い
人
、
欲
望
が
な
く
、
欲
望
を
離
れ
、

〔
ア
ー
ト
マ
ン
に
対
す
る
〕
欲
望
に
満
足
し
、
ア
ー
ト
マ
ン
〔
だ
け
〕
を
求
め
る
人
、
そ
の
人
の
諸
感
官
（
プ
ラ
ー
ナ
）
は
〔
死
ぬ
と
き
に
新
た

な
身
体
へ
入
る
た
め
に
〕
上
方
へ
出
て
い
か
な
い
。
彼
は
ブ
ラ
フ
マ
ン
そ
の
も
の
で
あ
り
、
ブ
ラ
フ
マ
ン
に
行
く
」。BĀ

U
 4.4.7: yadā sarve 

pram
ucyante kām

ā ye ʼsya hr

・di śritāh

・ | atha m
aryo ʼm

r
・to bhavaty atra sam

aśnuta iti ||

「
彼
の
心
臓
に
宿
る
す
べ
て
の
欲
望
が
取

り
除
か
れ
る
と
き
、
死
す
べ
き
者
（
人
間
）
が
不
死
と
な
り
、
こ
の
世
で
ブ
ラ
フ
マ
ン
に
至
る
」
な
ど
参
照
。

解
脱
の
原
因
で
あ
る
瞑
想
の
例
を
挙
げ
て
お
く
。K

at

・hU
 6.18: m

r
・tyuproktām

・ naciketo ʼtha labdhvā vidyām
 etām

・ yogavidhim

・ ca 
kr

・tsnam
 | brahm

aprāpto virajo ʼbhūd vim
r

・tyur anyo ʼpy evam
・ yo vid adhyātm

am
 eva ||

「
ナ
チ
ケ
ー
タ
ス
は
、
死
神
か
ら
教
え
ら

れ
た
知
識
と
瞑
想
（
ヨ
ー
ガ
）
の
方
法
を
す
べ
て
得
て
、
ブ
ラ
フ
マ
ン
を
得
て
、
激
情
か
ら
離
れ
、
不
死
と
な
っ
た
。
他
の
人
も
ま
た
、
ア
ー
ト

マ
ン
に
関
し
て
知
れ
ば
、
こ
の
よ
う
に
な
る
」。ŚU

 2.15: yadātm
atvena tu brahm

atattvam

・ dīpopam
eneha yuktah

・ prapaśyet | 
ajam

・ dhruvam

・ sarvatattvair viśuddham

・ jñātvā devam

・ m
ucyate sarvapāśaih

・ ||

「
ヨ
ー
ガ
行
者
は
現
生
で
、
灯
火
の
喩
え
の
よ
う
に
、

（
）
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ア
ー
ト
マ
ン
の
本
質
〔
を
自
ら
覚
知
す
る
こ
と
〕
に
よ
っ
て
ブ
ラ
フ
マ
ン
の
本
質
を
見
る
だ
ろ
う
。
そ
の
と
き
不
生
で
あ
り
、
不
変
で
あ
り
、
清

浄
で
あ
り
、
す
べ
て
の
本
質
を
と
も
な
う
も
の
で
あ
る
神
を
知
っ
て
、
す
べ
て
の
足
枷
か
ら
解
脱
す
る
」。M

uU
 3.1.8cd: jñānaprasādena 

viśuddhasattvas tatas tu tam

・ paśyate nis

・kalam

・ dhyāyam
ānah

・ ||

「
知
識
の
明
瞭
さ
に
よ
っ
て
、
内
官
（
サ
ッ
ト
ヴ
ァ
）
が
清
浄
と
な

っ
た
と
き
、
瞑
想
し
な
が
ら
こ
の
部
分
の
な
い
も
の
（
ア
ー
ト
マ
ン
）
を
人
は
見
る
」。M

uU
 3.2.5cd: te sarvagam

・ sarvatah

・ prāpya dhīrā 
yuktātm

ānah

・ sarvam
 evāviśanti ||

「
彼
ら
賢
者
た
ち
は
、
あ
ら
ゆ
る
所
で
、
す
べ
て
の
も
の
に
遍
在
し
て
い
る
も
の
（
ア
ー
ト
マ
ン
）
に

到
達
し
、
ヨ
ー
ガ
を
実
修
し
な
が
ら
そ
の
す
べ
て
の
も
の
に
入
る
」。


